
い部分があるのも当然で匝）ろう。また多様な要求

に対応することは，どの要求にも不十分にしか対

応できない結果を生ずる恐れも少なくないのであ

る。

　新図書館に設けられる諸施設も，多様な要求に

応えてのものであろう。しかし新施設は結構だ

が，目録・書庫・出納などの基本的部分が，どの

程度改善されているのかといえば，開館された上

で利用して見なければ何ともいえないように思

う。例えば収蔵壁の増大のため集密書庫を用いる

必要はよくわかるが，それによって図書の検索が

やや不便になるといった程度のことは，やはり甘

受しなければならないようである。

　多様な要求に応えることはむつかしい。ただ1

週問から2年までの平均値や最頻値を出すだけで

解決したなどとは考えてほしくない。数や統計の

安直な利用には心しなければならない。

　新図書館の利用には，事前に十分な準備がなさ

れており，関係者の御努力は多としなければなら

ない。しかしどれほど周到に準備が行なわれて

も，所詮新図書館は管理・運営にあたる側でも，

利用者の側でもはじめての経験であり，思いもよ

らぬ不備・不便が生ずることは当然予想される。

それはやむを得ないことであるが，その場合，不

備をすみやかに改善する柔軟さを求めたい。大学

のような大きな組織では，成文化された規程だけ

でなく，慣行すら容易に改められない傾向がしば

しば見られる。新図書館の場合，前例や慣行は存

在しないのであり，試行錯誤を重ねてそれらを作

って行くのだという姿勢が必要であろう。

　最後に図書館がどんなにすぐれた施設を持って

いても，それが周知させられ，利用の仕方が平易

に指示されなければ宝の持ち腐れである。ブック

ディテクション・システムだのA．Vブースだの

始めて耳にする人も少なくなかろう。機械に弱い

のに，年をとってから機械につき合わされる身を

かこつ文科系中高年教員の一人として，新施設利

用法の平明な解説を望みたい。

　未知のものへは期待とともに不安も大きい。開

館とともに不安が氷解すればまことにありがた

い。旧図書館のもってきた牧歌的な人間臭さへの

愛着はなお捨てがたいが，所詮それらは失われて

いくものであろう。ただ機械では扱いきれない部

分に，血の通った運営を希望する。

一資料紹介一①
外国図書（大型コレクシ。ン）について

　昭和57年度外国図書（大型コレクシ。ン）購入

費により下記の資料を購入し，附属図書館に蔵置

しておりますので御利用下さいますよう御案内い

たします。

　なお，この資料について経済学部の平井俊彦先

生に詳しい解説を執筆していただきましたので，

御利用の手引きとして紹介いたします。

ゴーノレドスミスニクレス文庫一経済関係初期文献集一

経済学部教授平井俊彦

　昭和57年度に，ゴールドスミスークレス経済学

文庫Goldsmith㌧Kress　Library　of　Ecollomie

Literatureのうち第1部，Segmentl（15世紀か

ら1800年までに出板きれた文献）のマィクロ・フ

イルムが，本学申央図辞館に所：蔵されることとな

った。第1部に収録された文献点数は，補遺4，000

点を含めて約31，000点にのぼる。リール数にして

2，028。ちなみに第2部SegmentE（180！－5〔）年

に出版された文献）約29，000点で，1，700リール

にのぼる，当該文献に関する世界で最大規横の文

り
」



庫である。

　収録されている分野は，経済学および経済に関

係する資料が主要であるが，社会学，政治学，地

誌学などきわめて広い領域をおおっている。ま

た，経済そのものについてみても，農業，漁業，

鉱山業，土地測量をはじめ，人口，商業，各種の

手工業や技術から，航海，海賊，密輸などをふく

む貿易，植民問題，さらには鋳貨，古銭，十分の

一税をふくむ金融・財政問題，鉄道・海運・運送

方法など経済活動に関するあらゆる分野が，網羅

されている。のみならず，この文庫は，社会状態

や社会制度，たとえば債権・債務関係，刑事学，

都市問題，犯罪や労働関係，企業型態，社会主

義，各国民の気質，あるいは奴隷制，ギルド，国

防，地方行政などさまざまな方面に及んでおり，

単に経済学関係のみならず，政治学，行政学，法

制史，社会事情など社会科学全体にかかわる，き

わめて広く学際的な性格を備えているといってよ

いo

　すでに，経済学関係の古典的な文庫といえば，

経済学部図書室にはドイッの経済学者の蔵書，ビ

ュッヒャー文庫（11，466冊）とマイヤー文庫（約

26，000冊）をはじめ，上野文庫（約26，000冊）

や，河上文庫，財部文庫などがある。実物ではな

いが，ゴールドスミスークレス文庫が中央図書館

に所蔵されることによって，既存の文庫とあわ

せ，莫大な経済学関係の初期文献集がみられるこ

とになった。この規模は，メンガー文庫やフラン

クリン文庫などを所蔵する一橋大学に優に比肩す

るものといえよう。経済学関係の古典文献センタ

ーとして，本学の占める役割はきわめて大きくな

ったといえる。

　ところで，この「ゴールドスミスークレス文庫」

は，・ンドン大学の「ゴールドスミス文庫」The

Goldsmith，Librarv　of　Eeonomic　Literature　at

the　UIliversity　of　Lolldonと，ハーバード大学

の「クレス文庫」The　Kress　Library　of　Busi・

11ess　a11（1　Ecollonlies　at　the　Harvard　Graduate

Sehool　of　Busil！ess　alld　Business　Administ－

ration　ill　BostOI1とをまとめたものである。い

ま，私の手許にある両者のカタ・一グについてみ

H．S．フオクスウェルの肖像

ても，それぞれのカ々ローゲが，ケムブリッジと

ニューヨーウで別個に川1されているが，新たに

1976年から今日まで，まとめられてGoldsmitlf－

Kress　Library　of　Ee（〕110mie　Litel－at／lreとして，

ウッドブリッジで4巻まで出版されている。これ

ら二っの文庫は，，∫．入Lケィンズがコロンビァ大

学のセリグマン・コレクションとともに「世界の

三大コレクション」と呼んだものである。三上隆

三教授は「経済学事始』　（東洋経済新報社，昭57

年）のなかで，一橋大学のメンガー文庫を加え，

これらを「経済学4大コレクション」と述べてい

る。これらのなかでも，メンガー文庫の約2万

点，セリグマン文庫の約3万点などと較べて，本

文庫はその数倍にものぼる最大規模のものであ

る。

　これら二つのライブラリーは，主としてイギリ

スの経済学者フオクスウェルHerbert　Somerton

Foxwell（1849－1936）が，ほぼ60年の長きにわ

たって蒐集した文献が中心となっている。フオク

スウェルは1874年にはじめてケムブリッジ大学で

講師をつとめ，1877－85年にマーシヤルの不在の

問にその代講をおこなっている。その間，1881年
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にはロンドンのUniversity　Collgeの経済学教

授になり，1907年には，キャナンEdwin　Canna11

とともにロンドン大学の経済学教授に任命されて

いる。かれの専門は経済学の一般理論と通貨・銀

行論であった。ところで，かれの学風はといえ

ば，先輩であり友人でもあったW．S．ジェボンズ

とは異なり，きわめて歴史的であり，社会的であ

った。このことは，彼の有名な論文「イギリスに

おける経済学の動向」1887年にみとめられる。か

れはこの論文で，経済学はリカードやミルの後継

者たちの論じるように抽象的な法則的・普遍的科

学ではなくて，制度や支配形態の発展の研究であ

って，それらが各国民や各時代の経済意識を規定

していることを解明するものだと，主張してい

る。こうした歴史や制度への強い関心が，文献蒐

集への意欲を促したのかもしれない。

　フオクスウェルが，どのようにして，これほど

までに大規模な文献蒐集をおこなったかは，　「経

済学文献，ゴールドスミス文庫目録』　Catalogue

o£the　Goldsmith7Library　of　Economie　Litera－

ture，Cambridge，1970の序文に詳しい。また，

三上教授の前掲のエッセイも，その消息を伝えて

いて興味深い。いま，これらによって，いくっか

のエピソードを綴ってみよう。

　ケインズが「H．S．フオクスウェル」1936年に

書いた記事によれば，1850年を下限として文庫作

りを始めたのは，フオクスウェル自身の関心によ

っていたようである。ところで，フオクスウェル

は集書の出版時期として一おう1848年を目安とし

ていた。その後の出版物は，48年以前に関係のあ

る歴史的資料に限られた。フオクスウェルは，そ

の理由を，一つには1848年は」，S．ミルの『経済

学原理』の出版された年であり，二つにはヨーロ

ッパ各地で革命がおこった年だからだ，とつねに

述べていたようである。ケインズはこの話に加え

て，その翌49年がフオクスウェル自身と現代が生

れた年だと，注意をひいている。彼が生れる年以

前に出版された文献にのみ関心をもとうとした」

と。フオクスウェル自身は，この文庫を「イギリ

スの産業，商業，貨幣，財政の歴史研究，ならび

に経済理論の一般的な発展の研究の基礎として役

立てる」ために蒐集した，と書いている。

　ケインズが本文庫の下限を1848年としたのに，

実際は1850年となっているのは，どういうわけだ

ろうか。フオクスウェルが初めてコレクション作

りにのりだしたのは，1875年ジェボンズのすすめ

でロンドンのある古本屋から，1」arderのRail－

way　Economy，1850．を購入したときからであ

った。このとき以来，フオクスウェルは限られた

時間と給料を割いて，精力的に本を集めた。フオ

クスウェルは休日はもとより，昼食の時間や講義

時間の合間をぬって，古本屋を訪ねた、かれは電

話を用いず，たえず電報用紙と青鉛筆を持ち歩

き，ミラノヘ出講したときにも，古本屋めぐりを

した，集書の虫であった。こうして，25年間に，

約3万冊の書物を集めた。1901年に，この蔵書を

WorshipfulCompanyofGoldsmithが1万ポン
ドで買い上げ，これを・ンドン大学へ寄贈した。

その後もゴールドスミス会社はこの文庫を整理し

維持するために資金を提供しつづけ，今日まで

「ゴールドスミス文庫」は，ほぼ4万点を数え
るQ

　「クレス文庫」のほうはといえば，フオクスゥ

ェルがゴールドスミス文庫を売却するとき，重複

した書物を4，000冊ほど除いておいたのを，1929

年にハーバード大学へ売却したQそれと，1913年

にフオクスウェルが先の文庫の整理から解放され

て，第2回目のコレクションをおこなった成果で

ある。これらは，総計36，000部に上るが，C．W．

Kressがその資金を提供したので，この文庫は

「クレス文庫」と呼ばれている。今回，これら二

つの文庫が重複を省いて，「ゴールドスミスークレ

ス文庫」のカタローグができつつある。ねがわく

ば，近い日に第2部も収めて，文庫全体の閲覧と

利用に供したいものである。
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